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1．はじめに 

 

近年，個人に蓄積された知識を共有できるよ

うに，ナレッジマネジメントシステムがよく用

いられるようになってきているが，教育分野で

はまだ適用例は多くはない．しかし，教育分野

においても自発的学習を手助けするには，ナレ

ッジマネジメントは非常に有用なものであると

思われる． 

そこで，教育の中でも多様な知識を要求され

るプログラミング演習において，ナレッジマネ

ジメントを適用してプログラミング演習支援シ

ステムを構築した．このシステムは，学生がプ

ログラム作成中のエラーについて質問をし，そ

れに管理者が答える，ということを行い，その

質疑応答をデータベース化するものである． 

本稿では支援システムを岩手県立大学宮古短

期大学部のプログラミング演習（C 言語）で実際

に運用した結果についても報告する． 

 

2．支援システム導入の背景 

  

プログラミング言語学習において，演習は大

きな位置を占めるが，初級学習者はいくつかの

障害を乗り越える必要がある．主な障害として

は，次の３つが挙げられる． 

 

・ プログラミング経験が浅いため，エラー修正

などで躓くことが多く，エラーメッセージの

見方，エラー修正の勘所がわからない． 

・ 教師に質問をするのが億劫な学生や内気な学

生もいて，問題解決ができない． 
 

 

 

 

 

 

 

 

・ 問題解決は初級学習者間での人的ネットワー

クに頼る学生が多いため理解への効率が悪い． 

 

これらの障害を取り除くため，支援システム

の機能を設定し，構築した． 

 

3．支援システムの概要 

 

3.1 支援システムの機能 

 

 本稿の支援システムは，以下の機能から成り

立つ． 

 

・ 質問フォーム：学習者がプログラミングにお

ける質問を行うフォーム．ソースコード，エ

ラーメッセージおよび状況の説明などの欄が

ある． 

・ 学習支援ページ：質問と回答がセットになり，

ひとつの知識としてデータベースに登録され

ており，分類項目毎に質問・回答の内容を表

示できる．内容は管理者が分類を行い，整理

された状態になっている． 

・ 学習支援掲示板：現在出ている質問や今まで

に回答された質問がすべて載っている． 

・ リファレンス：C 言語の命令についての説明

を行っている． 

・ 用語解説：プログラム作成時の用語について

解説している． 
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図 1 支援システムの構成 
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3.2 支援システムの特徴 

 

 本稿の支援システムは，学習者が質問をする

ための Web ページと問題解決用のデータベース，

管理者が回答等の管理を行う Web ページを提供

する．学習者は Web ページ上にエラー修正等に

ついての質問を行い，管理者が Web ページ上に

回答を行う．解決された質問の情報はその後，

他の学習者にも閲覧できるように整理し，学習

支援ページに公開される（図 2）． 

 

 
図 2 学習支援ページ 

 

このように，学習者個々の支援を行いつつ，

その支援情報を公開することで直接質問をしな

い多くの学生に Web 上でヒントを与えることが

可能である． 

 通常，質問した学習者にのみ，知識（回答内

容）が伝達されるため，他の学習者には伝達さ

れない．そのため，同様の質問が他の学習者か

ら寄せられる可能性があり，これは回答を行う

教師側の負担となる．本稿の支援システムでは，

質問とその回答内容をひとつの知識として捉え，

それを他の学習者と共有することで教師側の負

担も軽減することが可能である． 

 さらに，本稿の支援システムは，システムを

構築するために支援のためのデータを予め用意

する必要はなく，システムを構築後，実際の

個々の学習相談を Web 上で行うだけでよい．こ

れは，支援システムが言語の種類や開発元を問

わずに構築でき，言語のシステム環境に柔軟で

あることを意味する．初期段階では蓄積されて

いる知識の数は少ないが，システムを利用すれ

ばするほど，知識の数は増えるため，より有用

なシステムになることが期待できる． 
 

4．運用結果 
 
 本稿の支援システムを岩手県立大学宮古短期

大学部のプログラミング演習にて運用した．演

習を最後まで受講者した者は 19 名で，有効な質

問数は 11 件であった．学習者の質問に回答する

ことで個々の学習支援を行いつつ，他の学習者

の支援も行うという当初の目的は達成できた． 

アンケートの回答内容も，支援システムは有

効でほぼ分かりやすいという結果であった．し

かし，寄せられた質問のうち，回答済みのもの

と同様の質問をしているものがいくつか存在し

た．これは，質問を行う前に学習支援ページを

閲覧し，問題解決を図るという本来の支援シス

テムの使い方を行わなかった場合に発生する問

題である．以後は正しくシステムを利用するよ

うに十分に周知させる必要があると思われる． 

 

5．おわりに 
 

 学習者（学生）から寄せられた質問に管理者

（教師）が回答を行い，その結果をひとつの知

識として捉え，それを他の学習者にも公開する

プログラミング演習支援システムを構築した． 

また，本稿の支援システムの学習支援掲示板

や学習支援ページのシステムは，知識を蓄積し

それを分類して公開する形式であるため，プロ

グラミング演習の支援だけでなく，他の教育の

学習支援にも応用できるものと考えられる． 

今後も運用を続け，支援システムの改良や他

分野への応用についても検討していく． 
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